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ほうじん「むさしの」第35巻第5号（通巻第366号）平成20年6月5日発行（毎月5日発行）

「税務よくある相談Q&A」
好評連載「我が社のホープ」 劇団「ふるさときゃらばん」 牧野　ゆかさん
　　　　「リレーエッセイ」 武蔵野中央支部 松野　栄子さん
　　　　「体想談義」 吉祥寺南支部 村越　政治さん
　　　　「私の歩いてきた道」 吉祥寺北第一支部 小美濃銀徳さん

社団
法人武蔵野法人会
武蔵野市・三鷹市・小金井市
HP  http://www.musashinohojinkai.or.jp

第50回 夏期経営者講座のお知らせ
8月26日㈫～27日㈬「湯本富士屋ホテル」

新シリーズ「ドクター髙松の生活習慣病」連続講座



表紙写真　神代植物公園（調布市）

前日の嵐の余波で強風・悪天候の中（36枚中 35枚が全滅の中・たった１枚だけ）まるで奇跡が起こったかの様に

あたりが静まりかえった一瞬……思わずシャツターを切った一枚。

田 中  千 惠 　　

 

 
 

 

　
　
表
紙
絵
提
供
　
田
中
千
惠
さ
ん
の
プ
ロ
フ
ィ
ー
ル

東
京
海
上
日
動
代
理
店（
三
鷹
中
央
支
部
）勤
務

団
塊
世
代
・
青
森
県
出
身
・
練
馬
区
在
住

雑
誌
編
集
記
者
を
経
て
、
Ｓ
56
年
東
京
海
上
代
理
店
に
。

写
真
は
、
６
年
程
前
キ
ャ
ノ
ン
Ｅ
Ｏ
Ｓ
の
カ
メ
ラ
を
購
入
し
た
の
が

キ
ッ
カ
ケ
で
、
Ｅ
Ｏ
Ｓ
学
園
に
学
び

プ
ロ
写
真
家
、
三
輪
　
董
先
生
に
指
導
を
受
け
て
い
る
。



（1） 平成20年6月5日 ほうじん「むさしの」 第366号

－会員募集中です（一言あなたのお口添えを）－

 

 



第366号 ほうじん「むさしの」 平成20年6月5日 （2）

－会員増強にご協力下さい－

吉
祥
寺
北
第
一
支
部 

①
荒
井
　
伸
吉

②
平
成
20
年
４
月
９
日

　
午
後
６
時
〜
８
時
45
分

③
吉
祥
寺
第
一
ホ
テ
ル

④
可
決

⑤
63
名
（
委
任
状
４
９
３
名
）

⑥
武
蔵
野
税
務
署

　
福
住
副
署
長
　

⑦
武
蔵
野
税
務
署

　
福
住
副
署
長
　
　

⑧
交
際
費
課
税
に
つ
い
て

吉
祥
寺
北
第
二
支
部 

①
高
橋
　
佳
幹

②
平
成
20
年
４
月
16
日

　
午
後
６
時
〜
６
時
40
分

③
武
蔵
野
法
人
会
大
会
議
室

④
可
決

⑤
35
名
（
委
任
状
96
名
）

⑥
武
蔵
野
税
務
署

　
　
中
嶋
統
括
国
税
調
査
官

　
法
人
会

　
　
鈴
木
副
会
長

⑦
横
河
電
機
㈱

　
　
吉
田
義
人
氏

⑧
チ
ャ
レ
ン
ジ
ス
ピ
リ
ッ
ツ

吉
祥
寺
南
支
部 

①
五
十
嵐
　
保

②
平
成
20
年
４
月
９
日

　
午
後
５
時
分
〜
６
時

③
東
急
イ
ン

④
可
決

⑤
40
名
（
委
任
状
２
６
８
名
）

⑥
武
蔵
野
税
務
署

　
　
高
濟
統
括
国
税
調
査
官

　
法
人
会

　
　
鈴
木
副
会
長

　
大
同
生
命
保
険
㈱

　
　
武
蔵
野
営
業
所
　
藤
井
所
長

⑦
真
言
宗
豊
山
派
　
　

集
議
大
僧
正
　
安
養
寺
三
十
一

世
服
部
賢
昌
師

⑧
吉
祥
寺
村
発
祥
秘
譚

武
蔵
野
中
央
支
部 

①
榎
本
　
勝
治

②
平
成
20
年
４
月
７
日

　
午
後
５
時
30
分
〜
８
時
30
分

③
関
前
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー

④
可
決

⑤
26
名
（
委
任
状
96
名
）

⑥
武
蔵
野
税
務
署

　
　
田
名
部
統
括
国
税
調
査
官

　
法
人
会

　
　
鈴
木
副
会
長

　
大
同
生
命
保
険
㈱

　
　
武
蔵
野
営
業
所
　
藤
井
所
長

　
㈱
イ
ト
ー
ゴ
ル
フ
ガ
ー
デ
ン

　
　
伊
藤
平
司
相
談
役

　

境
支
部 

①
金
子
　
武
文

②
平
成
20
年
４
月
14
日

　
午
後
６
時
〜
８
時

③
多
摩
信
用
金
庫
　
境
支
店

④
可
決

⑤
34
名
（
委
任
状
１
１
６
名
）

⑥
武
蔵
野
税
務
署

　
　
高
濟
統
括
国
税
調
査
官
　
　

　
　
牛
米
審
理
担
当
上
席

　
法
人
会

　
　
鈴
木
副
会
長

三
鷹
中
央
支
部 

①
牛
窪
　
　
繁

②
平
成
20
年
４
月
17
日

　
午
後
６
時
〜
７
時

③
三
鷹
商
工
会
館

④
可
決

⑤
27
名
（
委
任
状
１
１
１
名
）

⑥
武
蔵
野
税
務
署

　
　
中
嶋
統
括
国
税
調
査
官

　
　
牛
米
審
理
担
当
上
席

　
大
同
生
命
保
険
㈱

　
　
武
蔵
野
営
業
所
　
藤
井
所
長

⑦
武
蔵
野
税
務
署

　
　
牛
米
審
理
担
当
上
席

⑧
交
際
費
課
税
に
つ
い
て

三
鷹
第
一
支
部 

①
岡
　
正
典

②
平
成
20
年
４
月
10
日

　
午
後
６
時
〜
６
時
30
分

③
三
鷹
産
業
プ
ラ
ザ

④
可
決

⑤
33
名
（
委
任
状
64
名
）

⑥
武
蔵
野
税
務
署

平
成
19
年
度  

定
例
総
会
要
覧 

武
蔵
野
法
人
会  

全
15
支
部 

青
年
・
女
性
・
運
輸
・
不
動
産
賃
貸
経
営
・
4
部
会 

　武蔵野法人会15支部の定例総

会は、すべて滞りなく終了しま

した。その要点のみを記載させ

て頂きます。

　なお、その要旨を寄稿された支

部については、掲載致しました。

①
支
部
長
・
部
会
長
名

②
実
施
日
・
開
始
時
刻

③
総
会
会
場

④
原
案
可
決
・
可
否

⑤
参
加
者
数
（
委
任
状
を
含
む
）

⑥
来
賓
（
事
務
局
を
除
く
）

⑦
記
念
講
演
・
研
修
会
講
師

⑧
演
題



（3） 平成20年6月5日 ほうじん「むさしの」 第366号

－会員募集中です（一言あなたのお口添えを）－

　
　
阿
部
統
括
国
税
調
査
官
　
　

⑦
杵
築
神
社

　
　
宮
司
　
窪
田
隆
榮
氏

⑧
神
道
と
祓
い
に
つ
い
て

三
鷹
第
二
支
部 

①
石
田
　
勝
美

②
平
成
20
年
４
月
４
日

　
午
後
６
時
〜
９
時

③
三
鷹
商
工
会
館

④
可
決

⑤
30
名
（
委
任
状
86
名
）

⑥
武
蔵
野
税
務
署

　
　
中
嶋
統
括
国
税
調
査
官

　
　
牛
米
審
理
担
当
上
席

　
法
人
会

　
　
高
橋
副
会
長

　
大
同
生
命
保
険
㈱
　
　

　
　
武
蔵
野
営
業
所
　
藤
井
所
長

⑦
武
蔵
野
税
務
署

　
　
牛
米
審
理
担
当
上
席

⑧
交
際
費
の
課
税
に
つ
い
て

三
鷹
第
三
支
部 

①
小
山
　
雅
巳

②
平
成
20
年
４
月
18
日

　
午
後
５
時
〜
８
時

③
吉
祥
寺
第
一
ホ
テ
ル

④
可
決

⑤
37
名
（
委
任
状
１
３
４
名
）

⑥
武
蔵
野
税
務
署

　
　
阿
部
統
括
国
税
調
査
官

　
　
牛
米
審
理
担
当
上
席

　
法
人
会

　
　
高
橋
副
会
長

⑦
落
語
家

　
　
蝶
花
楼
　
馬
楽
氏

⑧
古
典
落
語

三
鷹
第
四
支
部 

①
木
口
　
敏
幸

②
平
成
20
年
４
月
18
日

　
午
後
３
時
〜
５
時
20
分

③
三
鷹
市
東
野
地
区
公
会
堂

④
可
決

⑤
27
名
（
委
任
状
１
３
５
名
）

⑥
武
蔵
野
税
務
署

　
　
中
嶋
統
括
国
税
調
査
官

　
　
牛
米
審
理
担
当
上
席

　
大
同
生
命
保
険
㈱

　
　
武
蔵
野
営
業
所
　
藤
井
所
長

⑦
武
蔵
野
区
検
察
庁

　
　
小
島
統
括
検
務
官

⑧
裁
判
員
制
度
に
つ
い
て
〜
も
し

あ
な
た
が
選
ば
れ
た
ら

三
鷹
第
五
支
部 

①
中
野
　
信
一

②
平
成
20
年
４
月
10
日

　
午
後
６
時
15
分
〜
９
時

③
吉
祥
寺
第
一
ホ
テ
ル
　
７
階

④
可
決

⑤
33
名
（
委
任
状
１
２
１
名
）

⑥
武
蔵
野
税
務
署

　
　
中
嶋
統
括
国
税
調
査
官

 

大
同
生
命
保
険
㈱

　
　
武
蔵
野
営
業
所
　
藤
井
所
長

　
法
人
会

　
　
高
橋
副
会
長

⑦
武
蔵
野
税
務
署

　
　
中
嶋
統
括
国
税
調
査
官

⑧
ｅ
―
Ｔ
ａ
ｘ
に
つ
い
て

小
金
井
南
支
部 

①
伊
藤
　
隆
文

② 

平
成
20
年
４
月
17
日

　
午
後
４
時
〜
５
時

③
小
金
井
市
商
工
会
館
２
Ｆ

④
可
決

⑤
12
名
（
委
任
状
１
０
６
名
）

⑥
武
蔵
野
税
務
署

　
　
高
濟
統
括
国
税
調
査
官

　

小
金
井
西
支
部 

①
石
黒
　
秀
男

②
平
成
20
年
４
月
17
日

　
午
後
４
時
〜
５
時

③
小
金
井
市
商
工
会
館
２
階
大
会

議
室

④
可
決

⑤
22
名
（
委
任
状
95
名
）

⑥
武
蔵
野
税
務
署

　
高
濟
統
括
国
税
調
査
官

　
二
野
審
理
担
当
上
席

小
金
井
北
第
一
支
部 

①
村
越
　
政
雄

②
平
成
20
年
４
月
17
日

　
午
後
４
時
〜
５
時

③
多
摩
信
用
金
庫
　
小
金
井
支
店

④
可
決

⑤
16
名
（
委
任
状
90
名
）

小
金
井
北
第
二
支
部 

①
堀
　
俊
正

②
平
成
20
年
４
月
17
日

　
午
後
３
時
〜
４
時

③
レ
ス
ト
ラ
ン
葦
３
階
会
議
室

④
可
決

⑤
14
名
（
委
任
状
71
名
）

⑥
武
蔵
野
税
務
署

　
　
阿
部
統
括
国
税
調
査
官

　
　
二
野
審
理
担
当
上
席

青
年
部
会

 

①
藤
橋
　
清
治

②
平
成
20
年
４
月
16
日

　
午
後
６
時
〜
６
時
30
分

③
吉
祥
寺
東
急
イ
ン

④
可
決

⑤
27
名
（
委
任
状
21
名
）

⑥
武
蔵
野
税
務
署

　
　
福
住
副
署
長

　
　
梅
原
統
括
国
税
調
査
官

　
　
牛
米
審
理
担
当
上
席

女
性
部
会

 

①
中
尾
　
淳
子

②
平
成
20
年
４
月
４
日

　
午
後
２
時
〜
４
時

③
武
蔵
野
法
人
大
会
議
室

④
可
決

⑤
76
名
（
委
任
状
22
名
）

⑥
武
蔵
野
税
務
署

　
　
福
住
副
署
長



第366号 ほうじん「むさしの」 平成20年6月5日 （4）

－会員増強にご協力下さい－

　
　
梅
原
統
括
国
税
調
査
官

　
　
牛
米
審
理
担
当
上
席

⑦
武
蔵
野
税
務
署

　
　
福
住
副
署
長
　

⑧
税
の
話
を
し
よ
う
！

運
輸
部
会

 

①
清
本
　
秋
男

②
平
成
20
年
４
月
14
日

　
午
後
６
時
〜
６
時
30
分

③
武
蔵
野
法
人
会
大
会
議
室

④
可
決

⑤
17
名
（
委
任
状
９
名
）

⑥
武
蔵
野
税
務
署

　
　
阿
部
統
括
国
税
調
査
官

　
　
二
野
審
理
担
当
上
席

不
動
産
賃
貸
経
営
部
会 

①
藤
野
　
和
雄

②
平
成
20
年
４
月
７
日

　
午
後
４
時
〜
５
時

③
吉
祥
寺
第
一
ホ
テ
ル

④
可
決

⑤
44
名
（
委
任
状
15
名
）

⑥
武
蔵
野
税
務
署

　
　
高
濟
統
括
国
税
調
査
官

⑦
株
式
会
社
　
リ
ク
ル
ー
ト

　
　
米
倉
　
薫
　
氏

⑧
デ
ー
タ
か
ら
見
る
最
新
賃
貸
住

宅
市
況

東京都主税局からのお知らせ 
 

【お問い合わせ先】 
　　立川都税事務所総務課相談広報担当（042－523－3171（代））または 
　　主税局総務部総務課相談広報係（03－5388－2924） 
 

　主税局や税務署員を装い、医療費や税金などの還付金があると言葉巧みにだま
して、携帯電話から指定した電話番号にかけるよう指示し、金融機関のＡＴＭ（現
金自動預払機）を操作させ、多額の金額を振り込ませようとする「還付金詐欺」
が都内でも多発しています。（実際に被害が発生しています。） 
　主税局では、還付金をお渡しするために、職員が電話で新たに口座番号や預金
残高を聞き出したり、金融機関等のATMの操作を求めることは絶対にありません。 
　ＡＴＭの操作を求められたら、還付金詐欺だと疑ってください。 
　不審に感じた場合は、相手の氏名、所属する部署名を確認のう
え、指定された電話番号にはかけずに、立川都税事務所総務
課相談広報担当（04 2 － 5 2 3 － 3171（代））または主税局
総務部総務課相談広報係（03－ 5388－ 2924）までご連絡く
ださい。 



（5） 平成20年6月5日 ほうじん「むさしの」 第366号

－会員募集中です（一言あなたのお口添えを）－

昨
年
、
当
支
部
会
員

の
横
河
電
機
ラ
グ
ビ
ー

チ
ー
ム
は
全
勝
優
勝
を

果
た
し
、
遂
に
ト
ッ
プ

リ
ー
グ
に
昇
格
し
た
。

リ
ー
グ
の
末
席
常
連
で

あ
っ
た
チ
ー
ム
を
短
期

間
で
実
力
派
の
チ
ー
ム

に
変
身
さ
せ
た
立
役
者

が
本
日
の
講
師
、
吉
田

義
人
氏
で
あ
る
。

現
在
は
、
Ｃ
Ｓ
Ｒ
推
進
本
部
・
社
会
貢
献
室

長
と
い
う
肩
書
き
で
あ
る
が
、
花
園
の
常
連
、

名
門
秋
田
工
業
で
一
年
か
ら
レ
ギ
ュ
ラ
ー
と

し
て
チ
ー
ム
を
優
勝
に
導
き
、
明
治
大
学
主

将
時
代
に
は
、
早
明
決
勝
戦
で
逆
転
ト
ラ
イ

を
決
め
た
、「
あ
の
吉
田
選
手
！
」
で
あ
る
。

19
歳
で
日
本
代
表
、
世
界
選
抜
メ
ン
バ
ー

に
も
選
ば
れ
、
ラ
グ
ビ
ー
名
門
の
会
社
か
ら

引
く
手
あ
ま
た
の
な
か
、
伊
勢
丹
を
選
ん
だ

人
生
。
ノ
ン
プ
ロ
と
し
て
ラ
グ
ビ
ー
漬
け
の

毎
日
を
選
べ
た
だ
ろ
う
に
、
新
宿
店
の
女
性

服
売
場
で
の
販
売
業
務
終
了

後
、
夜
間
練
習
を
し
て
の
チ
ー

ム
作
り
。
そ
の
後
チ
ー
ム
解
散

を
余
儀
な
く
さ
れ
、
多
方
面
か

ら
の
コ
ー
チ
・
監
督
の
依
頼
を

断
っ
て
の
フ
ラ
ン
ス
プ
ロ
リ
ー

グ
で
日
本
人
初
の
プ
ロ
選
手
と

し
て
の
活
躍
を
果
た
さ
れ
た
。

自
分
を
崖
っ
ぷ
ち
に
立
た

せ
、
常
に
全
力
で
戦
っ
て
き
た

吉
田
氏
の
「
本
物
で
あ
る
事
、

本
流
を
歩
む
事
、
本
筋
を
掴
む
事
」と
い
う

座
右
の
銘
（
恩
師
、
明
大
北
島
監
督
）
の
言

葉
の
重
み
が
十
分
に
伝
わ
っ
た
。
久
し
振
り

に
「
チ
ャ
レ
ン
ジ
ス
ピ
リ
ッ
ツ
」
と
い
う
熱

い
想
い
を
感
じ
と
れ
た
30
分
で
あ
っ
た
。

今
回
の
講
演
は
中
島
総
務
委
員
の
御
尽

力
に
よ
り
、
講
師
に
お
招
き
で
き
ま
し
た
。

ま
た
続
き
が
聴
き
た
い
と
い
う
要
望
も
多

く
、
次
回
は
是
非
、
皆
さ
ん
も
！

（
広
報
委
員
　
小
渕
隆
雄
）

4
月
16
日
、
総
会
と
研
修
会
を
開
催
。
講
演
は
日
本
人
初
の
プ
ロ
リ
ー
グ
の

ラ
ガ
ー
マ
ン
と
し
て
フ
ラ
ン
ス
で
活
躍
、
横
河
ラ
グ
ビ
ー
チ
ー
ム
を
ト
ッ
プ

リ
ー
グ
へ
昇
格
さ
せ
た
横
河
電
機
株
式
会
社
勤
務
の
吉
田
義
人
氏
に
よ
る

「
チ
ャ
レ
ン
ジ
ス
ピ
リ
ッ
ツ
」
で
し
た
。

チ
ャ
レ
ン
ジ
ス
ピ
リ
ッ
ツ
で 

横
河
電
機
ラ
グ
ビ
ー
チ
ー
ム
を
優
勝
へ 

総
会
・
研
修
会 

吉
祥
寺
北
第
二
支
部 

委員会・部会・支部会活動報告
2008（平成20）年4月

１．吉祥寺北第二支部 チャレンジスピリッツで横河電機ラグビーチームを優勝へ ……… p.5

２．不動産賃貸経営部会 人口・世帯数共に上昇傾向が続く東京都の賃貸住宅市況 ………… p.6

３．女性部会 法人会全国女性フォーラム東京大会の報告 …………………………… p.7

４．三鷹第五支部 家族のような三鷹第五支部の総会は、今年も大成功 ……………… p.8

５．三鷹中央支部 交際費は、何と3兆6,800億円 ………………………………………… p.9

６．小金井４支部合同 恒例の小金井4支部合同懇親会 …………………………………………… p.9

７．三鷹第三支部 新支部長のもと、新たなスタート ……………………………………… p.10
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－会員増強にご協力下さい－

賃
貸
業
界
を
取
り
巻
く
環
境

総
会
は
、
来
賓
と
し
て
武
蔵
野
税
務

た
か
す
み

署
か
ら
高
濟
第
三
統
括
官
に
出
席
を
い

た
だ
き
、
冒
頭
に
藤
野
部
会
長
か
ら
、

「
不
動
産
賃
貸
経
営
部
会
が
発
足
し
早

い
も
の
で
10
年
目
の
節
目
を
迎
え
ま
し

た
が
、
今
後
と
も
益
々
の
発
展
と
飛
躍

が
出
来
ま
す
よ
う
部
会
員
の
皆
様
と
力

を
あ
わ
せ
て
い
き
ま
し
ょ
う
。」
と
挨

拶
の
あ
と
、
提
出
さ
れ
た
議
案
は
全
て

承
認
さ
れ
滞
り
な
く
閉
会
し
た
。
出
席

32
社
、
委
任
状
提
出
が
25
社
で
あ
っ
た
。

休
憩
を
挟
ん
だ
後
の
研
修
会
で
は
、

「
デ
ー
タ
か
ら
見
る
最
新
賃
貸
住
宅
市

況
」
と
題
し
て
リ
ク
ル
ー
ト
社
の
米
倉

薫
氏
に
講
演
を
い
た
だ
い
た
。

賃
貸
業
界
を
取
り
巻
く
環
境
に
つ
い

て
、
２
０
０
７
年
の
東
京
都
内
に
お
け

る
住
宅
着
工
件
数
は
18
万
戸
か
ら
13
万

戸
台
に
急
減
、
貸
家
・
分
譲
物
件
の
供

給
と
も
に
25
％
以
上
の
減
少
と
な
っ
て

お
り
、
２
０
０
８
年
も
さ
ら
に
減
少
す

る
と
思
わ
れ
る
。

価
格
・
専
有
面
積
の
動
向
に
つ
い
て

は
、
価
格
は
上
昇
し
て
お
り
、
平
均
面

積
は
緩
や
か
に
下
落
、
も
し
く
は
横
ば

い
の
状
態
だ
。
地
価
の
上
昇
や
資
材
価

格
の
高
騰
を
反
映
し
て
、
総
額
を
抑
え
る

た
め
面
積
は
圧
縮
傾
向
と
な
っ
て
い
る
。

そ
し
て
賃
貸
住
宅
の
動
向
だ
が
、
東

京
都
の
賃
貸
物
件
の
平
均
賃
料
は
横
ば

い
が
続
く
が
、
４
Ｄ
Ｋ
等
大
型
タ
イ
プ

は
、
下
落
傾
向
と
な
っ
て
い
る
こ
と
が

報
告
さ
れ
た
。

賃
貸
需
要
の
見
通
し

続
い
て
説
明
は
需
要
面
に
及
ん
だ
。

日
本
の
総
人
口
は
２
０
０
５
年
に
ピ
ー

ク
に
達
し
た
あ
と
減
少
に
転
じ
る
が
、

世
帯
数
は
２
０
１
５
年
ま
で
上
昇
が
続

く
の
で
賃
貸
需
要
は
期
待
で
き
る
。
東

京
都
に
限
れ
ば
人
口
の
ピ
ー
ク
は
、
２

０
１
５
年
に
１
３
０
０
万
人
を
超
え
、

世
帯
数
は
２
０
２
０
年
に
605
万
世
帯
に

達
す
る
と
予
測
さ
れ
る
。
ま
だ
し
ば
ら

く
は
、
人
口
・
世
帯
数
共
に
上
昇
傾
向

が
続
く
と
見
ら
れ
て
い
る
。
こ
れ
は
、

都
心
部
及
び
臨
海
部
を
中
心
と
し
た
再

開
発
等
に
よ
り
、
都
心
回
帰
が
以
前
よ

り
も
容
易
と
な
り
近
県
か
ら
の
大
幅
な

転
入
者
増
と
な
っ
て
い
る
。

一
方
、
核
家
族
化
、
少
子
化
の
影
響

で
大
型
フ
ァ
ミ
リ
ー
タ
イ
プ
市
場
の
減

少
や
、
学
生
マ
ー
ケ
ッ
ト
の
縮
小
化
は

避
け
ら
れ
な
い
。
逆
に
今
後
増
加
す
る

小
数
世
帯
・
シ
ル
バ
ー
世
帯
へ
の
対
応

や
、
急
激
に
増
加
す
る
外
国
人
マ
ー

ケ
ッ
ト
へ
の
対
応
も
視
野
に
入
れ
て
い

く
必
要
が
あ
り
そ
う
だ
。

講
演
は
こ
の
他
に
入
居
者
か
ら
の
ア

ン
ケ
ー
ト
を
基
に
し
た
「
部
屋
探
し
の

重
視
条
件
、
部
屋
探
し
検
討
の
き
っ
か

け
、
今
後
賃
貸
住
宅
に
望
む
条
件
」
な

ど
貸
主
側
と
し
て
興
味
深
い
話
が
続
き

出
席
者
も
熱
心
に
聞
き
入
っ
て
い
た
。

研
修
会
終
了
後
、
講
師
を
交
え
懇
親
会

が
開
催
さ
れ
、
新
規
加
入
会
員
の
紹
介

な
ど
和
や
か
な
う
ち
に
閉
会
し
た
。

（
広
報
委
員
　
森
　
正
太
郎
）

人
口
・
世
帯
数
共
に
上
昇
傾
向
が
続
く 

東
京
都
の
賃
貸
住
宅
市
況 

総
会
・
研
修
会 

不
動
産
賃
貸
経
営
部
会 

4
月
7
日
（
月
）
吉
祥
寺
第
一
ホ
テ
ル
に
お
い
て
総
会
と
研
修
会
が
開
催
さ

れ
ま
し
た
。
研
修
会
で
の
講
演
は
、
㈱
リ
ク
ル
ー
ト
賃
貸
営
業
部
の
米
倉
薫

氏
に
よ
る
「
デ
ー
タ
か
ら
見
る
最
新
賃
貸
住
宅
市
況
」
で
し
た
。
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－会員募集中です（一言あなたのお口添えを）－

第
一
部
は
社
会
貢
献
活
動
の
事

例
発
表

あ
い
に
く
の
雨
模
様
で
し
た

が
、
日
本
全
国
か
ら
２
０
０
０

人
弱
の
法
人
会
女
性
会
員
が
品

川
の
グ
ラ
ン
ド
プ
リ
ン
ス
ホ
テ

ル
新
高
輪
、
国
際
パ
ミ
ー
ル
に

集
合
、
私
共
武
蔵
野
法
人
会
女

性
部
会
役
員
も
参
加
、
研
修
を

受
け
ま
し
た
。
当
日
は
、
朝
一

番
で
Ｊ
Ｒ
中
央
線
立
川
駅
で
火

災
発
生
、
８
時
か
ら
16
時
頃
ま

で
不
通
と
な
り
、
私
共
は
慌
て

ま
し
た
が
、
全
員
時
間
に
遅
れ

る
こ
と
な
く
集
合
い
た
し
ま
し

た
。
青
梅
法
人
会
の
方
々
は
欠

席
と
な
ら
れ
た
由
、
忘
れ
ら
れ

な
い
東
京
大
会
と
な
り
ま
し

た
。

こ
の
た
び
の
大
会
で
は
中
尾
女
性
部

会
長
が
、
東
法
連
女
性
部
会
連
絡
協
議

会
副
会
長
と
し
て
の
お
役
と
共
に
、
事

例
発
表
の
総
括
を
担
わ
れ
、
ま
た
大
澤

智
恵
子
会
員
が
事
例
発
表
者
と
な
ら
れ

る
の
で
、
私
共
も
誇
り
に
思
う
と
と
も

に
、
緊
張
し
て
会
場
に
入
り
ま
し
た
。

大
会
日
程
は
第
一
部
が
社
会
貢
献
活

動
の
事
例
発
表
を
二
つ
の
分
科
会
に
分

け
、
第
一
分
科
会
は
租
税
教
育
に
つ
い

２
　
　
　
　
　

て
、
第
二
分
科
会
は
CO
削
減
の
取
組
に

つ
い
て
会
場
を
分
け
て
行
わ
れ
ま
し
た
。

私
共
は
、
第
一
分
科
会
に
入
場
、
租

税
教
育
を
学
び
ま
し
た
。
武
蔵
野
法
人

会
女
性
部
会
と
し
て
、
全
員
で
培
っ
て

き
た
親
子
租
税
教
室
に
つ
い
て
、
大
澤

さ
ん
が
事
例
発
表
を
な
さ
り
、
内
容
も

話
さ
れ
方
も
大
変
立
派
な
も
の
で
し

た
。
分
科
会
最
後
を
中
尾
部
会
長
が
総

括
と
し
て
ま
と
め
ら
れ
ま
し
た
が
、
そ

れ
は
第
一
分
科
会
を
一
段
と
充
実
し
た

も
の
に
な
さ
っ
た
事
と
こ
こ
に
報
告
申

し
上
げ
ま
す
。
神
田
法
人
会
の
作
文
と

ス
ピ
ー
チ
教
育
、
武
蔵
府
中
法
人
会
音

楽
コ
ン
ク
ー
ル
も
学
ぶ
こ
と
多
く
、
今

後
の
参
考
に
な
り
ま
し
た
。

魅
了
さ
れ
た
、
女
優
の
岸
恵
子

さ
ん
の
記
念
講
演

第
二
部
は
記
念
講
演
、
講
師
は
女
優

の
岸
恵
子
さ
ん
。
お
題
は
「
私
の
人
生

ア
・
ラ
・
カ
ル
ト
」
で
し
た
。
壇
に
上

が
ら
れ
た
お
姿
は
遠
目
と
は
言
え
、
40

代
と
見
ま
が
う
ば
か
り
、
ス
ラ
リ
と
の

び
た
御
足
に
ほ
っ
そ
り
と
し
た
お
身

体
。
女
優
さ
ん
は
こ
う
で
な
く
て
は
い

け
な
い
の
で
し
ょ
う
。
少
し
か
す
れ
た

美
声
で
語
ら
れ
る
お
話
は
、
会
場
中
を

魅
了
し
ま
し
た
。
24
歳
で
フ
ラ
ン
ス
人

の
シ
ャ
ン
ピ
監
督
と
結
婚
、
フ
ラ
ン
ス

に
渡
り
、
異
国
で
異
文
化
の
中
で
の
生

活
は
小
説
よ
り
も
面
白
く
、
楽
し
く
、

そ
し
て
厳
し
く
、
悲
し
い
も
の
で
し
た
。

第
三
部
と
し
て
式
典
が
厳
か
に
行
わ

れ
ま
し
た
。
全
国
法
人
会
総
連
合
会
長

安
西
邦
夫
氏
の
挨
拶
、
来
賓
の
方
々
の

祝
辞
は
、
女
性
の
力
を
し
っ
か
り
と
認

め
て
下
さ
っ
て
い
る
気
持
ち
が
伝
わ

り
、
全
法
連
、
東
法
連
の
女
性
部
会
の

方
々
は
、
自
分
た
ち
の
活
動
が
認
め
ら

れ
て
い
る
と
納
得
さ
れ
た
こ
と
と
思
い

ま
す
。

来
年
の
全
国
女
性
フ
ォ
ー
ラ
ム
は
石

川
県
金
沢
市
で
開
催
さ
れ
る
こ
と
と
な

り
ま
し
た
。
東
京
大
会
の
大
会
宣
言
を

最
後
に
こ
こ
に
記
し
て
、
法
人
会
全
国

女
性
フ
ォ
ー
ラ
ム
の
報
告
を
終
了
い
た

し
ま
す
。

大
会
宣
言
「
美
し
い
地
球
を
！
　
希

望
あ
る
未
来
を
！
　
守
る
の
は
女
性
の

や
さ
し
さ
。」　（
広
報
委
員
　
倉
田
征
子
）

法
人
会 
全
国
女
性
フ
ォ
ー
ラ
ム
東
京
大
会
の
報
告 

全
国
女
性
フ
ォ
ー
ラ
ム 

女
性
部
会 

4
月
10
日
（
木
）、
グ
ラ
ン
ド
プ
リ
ン
ス
ホ
テ
ル
新
高
輪
で
開
催
さ
れ
た
女

性
フ
ォ
ー
ラ
ム
の
第
三
回
大
会
は
、
社
会
貢
献
活
動
の
事
例
発
表
、
女
優
の

岸
恵
子
さ
ん
の
記
念
講
演
な
ど
実
り
多
い
内
容
で
し
た
。
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－会員増強にご協力下さい－

新
入
会
員
の
新
し
い
風
を
期
待

総
会
終
了
後
、
武
蔵
野
税
務
署
中
嶋

第
五
統
括
官
様
に
よ
り
楽
し
い
税
務
署

裏
話
、
ｅ 

― 

Ｔ
ａ
ｘ
に
つ
い
て
等
ご
講

演
頂
き
ま
し
た
。
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い

ま
し
た
。

懇
親
会
は
中
野
支
部
長
挨
拶
に
始
ま

り
、
中
山
産
業
中
山
様
の
乾
杯
の
ご
発

声
を
い
た
だ
き
、
な
ご
や
か
に
始
ま
り

ま
し
た
。

総
会
当
日
は
、
あ
い
に
く
女
性
部
会

の
全
国
女
性
フ
ォ
ー
ラ
ム
と
重
な
り
、

栗
田
広
報
委
員
長
、
篠
崎
さ
ん
と
三
鷹

第
五
支
部
の
■ 

太
陽
■ 

が
御
欠
席
と
な

り
残
念
で
し
た
が
、
新
入
会
員
４
社
が

出
席
し
て
ご
挨
拶
さ
れ
ま
し
た
。
若
い

方
が
多
く
、
三
鷹
第
五
支
部
に
新
し
い

風
が
吹
く
予
感
が
あ
り
ま
し
た
。
ど
ん

ど
ん
新
し
い
風
を
吹
か
せ
て
く
だ
さ

い
。
期
待
し
て
い
ま
す
。

三
鷹
第
五
支
部
は
ボ
ー
リ
ン
グ
大

会
、
旅
行
な
ど
、
一
つ
の
家
族
と
し
て

数
多
く
の
企
画
を
し
て
お
り
、
新
会
員

の
皆
様
が
法
人
会
に
加
入
し
て
よ
か
っ

た
！
　
と
実
感
し
て
く
だ
さ
る
よ
う
役

員
は
力
を
合
わ
せ
て
頑
張
り
ま
す
。

料
理
に
満
足

総
会
の
成
功
は
何
と
言
っ
て
も
■ 

料

理
■ 

で
す
。
特
に
役
員
に
女
性
の
多
い

三
鷹
第
五
支
部
、
す
べ
て
料
理
に
か
け

て
お
り
ま
し
た
。
交
渉
舞
台
は
御
大
、

栗
田
広
報
委
員
長
、
満
面
の
笑
顔
で

し
っ
か
り
チ
ェ
ッ
ク
篠
崎
さ
ん
、
そ
し

て
会
員
歴
浅
い
に
も
か
か
わ
ら
ず

ち
ょ
っ
と
態
度
の
大
き
い
私
が
交
渉
に

伺
い
ま
し
た
。
こ
の
三
人
を
一
人
で
応

対
し
て
く
だ
さ
っ
た
第
一
ホ
テ
ル
香
川

さ
ん
、
本
当
に
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま

し
た
。
次
か
ら
次
へ
と
デ
ザ
ー
ト
の
追

加
が
搬
入
さ
れ
、
こ
れ
以
上
の
満
足
は

あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。
ま
た
ご
転
勤
さ

れ
た
遊
川
総
支
配
人
に
は
格
別
の
御
配

慮
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。
で
も
あ
ま
り

美
味
の
デ
ザ
ー
ト
が
多
く
、
ま
た

ち
ょ
っ
と
だ
け
太
っ
て
し
ま
い
ま
し

た
。
残
念
！

総
会
で
実
感
し
た
こ
と
、
そ
れ
は
三

鷹
第
五
支
部
は
本
当
に
中
野
支
部
長
を

中
心
に
し
た
■ 

家
族
■ 

だ
と
い
う
こ
と

で
す
。
経
営
環
境
、
生
活
環
境
が
著
し

く
若
く
な
る
最
近
、
三
鷹

第
五
支
部
は
と
に
か
く
明

る
く
元
気
に
、
た
ま
に
は

グ
チ
っ
た
り
、
情
報
を
交

換
し
あ
い
、
武
蔵
野
法
人

会
の
元
気
印
と
し
て
、
今

年
も
頑
張
っ
て
い
き
た
い

と
思
い
ま
す
。

新
人
会
員
の
皆
様
、
今

年
の
総
会
は
「
前
進
座
」、

「
め
組
」
に
負
け
な
い
？
　

旅
芸
人
一
座
の
座
長
、
副

座
長
が
欠
席
で
い
つ
も
よ

り
多
少
静
か
で
し
た
。
来

年
は
も
っ
と
賑
や
か
で
楽

し
い
は
ず
。
ま
た
お
会
い

し
ま
し
ょ
う
。

（
広
報
委
員
　
伊
藤
さ
と
み
）

家
族
の
よ
う
な
三
鷹
第
五
支
部
の
総
会
は
、 

今
年
も
大
成
功 

総
会 

三
鷹
第
五
支
部 

4
月
10
日
、
吉
祥
寺
第
一
ホ
テ
ル
で
行
わ
れ
た
総
会
は
多
数
の
参
加
が
あ

り
、
各
議
案
は
満
場
一
致
で
採
択
さ
れ
ま
し
た
。
会
場
の
料
理
は
美
味
し
く

豊
富
で
、
支
部
会
全
体
が
家
族
の
よ
う
に
楽
し
い
集
会
と
な
り
ま
し
た
。



（9） 平成20年6月5日 ほうじん「むさしの」 第366号

－会員募集中です（一言あなたのお口添えを）－

支
部
総
会
は
、
議
案
は
原
案
通
り
に
承
認

さ
れ
ま
し
た
。
参
加
者
22
名
、
委
任
状
111
名

で
す
。

牛
窪
支
部
長
か
ら「
支
部
創
設
20
周
年
に

あ
た
り
、
成
人
式
を
迎
え
ら
れ
た
こ
と
は
大

変
喜
ば
し
い
こ
と
で
あ
り
、
本
部
役
員
と
し

て
も
５
名
の
方
々
が
活
躍
さ
れ
て
い
ま
す
。

今
後
と
も
会
員
の
協
力
の
も
と
、
更
な
る
繁

栄
を
め
ざ
し
ま
し
ょ
う
」と
力
強
い
挨
拶
が

あ
り
ま
し
た
。

ひ
き
つ
づ
き
来
賓
の
武
蔵
野
税
務
署
の

中
嶋
統
括
国
政
調
査

官
か
ら
は
、
支
部
の

活
発
な
活
動
が
武
蔵

野
法
人
会
の
活
性
化

を
支
え
て
い
る
こ

と
、
ｅ 

― 

Ｔ
ａ
ｘ
の

積
極
的
な
導
入
に
つ

い
て
、
例
え
ば
イ
ン

タ
ー
ネ
ッ
ト
で
趣
味

を
楽
し
み
な
が
ら
慣

れ
る
の
も
良
い
の
で

は
な
い
か
と
お
話
を

い
た
だ
き
ま
し
た
。

第
２
部
の
研
修
講
習
会
は
牛
米
審
理
担

当
上
席
調
査
官
に
よ
る「
交
際
費
課
税
に
つ

い
て
」で
、
レ
ジ
メ
に
沿
っ
て
租
税
特
別
措

置
法
に
つ
い
て
お
話
し
さ
れ
ま
し
た
。
関
心

を
ひ
い
た
の
は
平
成
18
年
度
の
交
際
費
が
３

兆
６
８
０
０
億
円
と
の
こ
と
。
想
像
が
つ
き

ま
す
か
？
　
１
日
当
た
り
100
億
円
で
す
。
こ

れ
だ
と
ど
う
で
し
ょ
う
か
？
　
ち
な
み
に
中

小
企
業
の
交
際
費
の
う
ち
１
兆
７
９
０
０
億

円
が
経
費
と
し
て
控
除
さ
れ
た
そ
う
で
す
。

ま
た
、
一
人
当
た
り
５
０
０
０
円
以

下
で
会
議
費
と
し
て
認
め
ら
れ
る
に

は
、
領
収
書
に
相
手
方
の
氏
名
、
人
数
、

そ
の
関
係
等
の
記
載
が
必
要
に
な
る
そ

う
で
す
。
会
場
か
ら
は
、
額
を
１
万
円

く
ら
い
に
し
て
ほ
し
い
な
ァ
ー
、
と
言

う
声
が
上
が
り
ま
し
た
。

そ
の
あ
と
の
懇
親
会
で
は
、
法
人
会

高
橋
副
会
長
の
ご
祝
辞
を
い
た
だ
き
ま

し
た
。
会
員
の
親
交
を
深
め
る
楽
し
い

ひ
と
時
と
な
り
ま
し
た
。
　

（
広
報
委
員
　
服
部
玲
子
）

4
月
17
日
（
木
）
定
刻
、
海
野
顧
問
の
司
会
で
支
部
総
会
が
開
催
さ
れ
、
議

案
は
承
認
さ
れ
ま
し
た
。
続
い
て
の
研
修
講
習
会
は
牛
米
審
理
担
当
上
席
調

査
官
に
よ
る
「
交
際
費
課
税
に
つ
い
て
」
で
し
た
。

交
際
費
は
、
何
と
3
兆
6 
8 
0 
0
億
円 

総
会
・
研
修
会 

三
鷹
中
央
支
部 

各
所
で
行
わ
れ
た
支
部
総
会
の
あ
と
、
恒

例
の
４
支
部
合
同
懇
親
会
が
小
金
井
市
商
工

会
議
所
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
小
金
井
市
長

稲
葉
孝
彦
様
、
衆
議
院
議
員
　
土
屋
正
忠

様
、
武
蔵
野
法
人
会
会
長
　
梅
根
憲
生
様
を

は
じ
め
多
く
の
御
来
賓
の
皆
様
、
そ
し
て
４

支
部
の
会
員
、
総
勢
70
名
の
参
加
者
で
盛
大

に
行
う
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
４
支
部
の
支

部
長
の
紹
介
、
そ
し
て
会
員
相
互
の
親
睦
が

図
ら
れ
、
有
意
義
な
会
と
な
り
ま
し
た
。

４
支
部
の
支
部
長
は

小
金
井
南
支
部

伊
藤
　
隆
文

小
金
井
西
支
部

石
黒
　
秀
男

小
金
井
北
第
一
支
部

村
越
　
政
雄

小
金
井
北
第
二
支
部

堀
　
　
俊
正

平
成
20
年
度
は
小
金
井
北
第
２
支
部
が

幹
事
支
部
と
な
り
ま
す
。

４
支
部
合
同
行
事
は

４
月

４
支
部
合
同
懇
親
会

６
月

４
支
部
合
同
ゴ
ル
フ
コ
ン
ペ

10
月

市
民
祭
り
に
参
加

10
月

４
支
部
合
同
研
修
会

11
月

玉
川
上
水
落
葉
回
収
作
戦

12
月

４
支
部
合
同
忘
年
会

２
月

４
支
部
合
同
ボ
ー
リ
ン
グ
大
会

そ
の
他
、
５
回
の
正
副
支
部
長
会
が
予
定

さ
れ
て
い
ま
す
。（

広
報
委
員
　
三
笠
俊
彦
）

4
月
17
日
、
小
金
井
商
工
会
議
所
に
お
い
て
恒
例
の
4
支
部
合
同
懇
親
会

が
開
催
さ
れ
、
各
支
部
長
の
紹
介
と
会
員
間
の
親
睦
が
図
ら
れ
ま
し
た
。

参
加
者
は
70
人
で
し
た
。

恒
例
の
小
金
井
4
支
部
合
同
懇
親
会 

総
会
・
研
修
会 

小
金
井
4
支
部
合
同  



第366号 ほうじん「むさしの」 平成20年6月5日 （10）

◎「生活習慣病」を知る新シリーズ。「ドクター 松の生活習慣病」全10回スタート!!

天
候
不
良
で
遅
れ
て
の
開
始
な
が
ら
、
会

場
は
満
席
。
来
賓
と
し
て
武
蔵
野
税
務
署
よ

り
阿
部
正
博
統
括
官
と
牛
米
正
樹
上
席
、
本

部
よ
り
高
橋
甲
子
夫
担
当
副
会
長
に
御
出
席

い
た
だ
い
た
。

石
井
副
支
部
長
の
進
行
で
、
板
橋
廣
美
支

部
長
の
挨
拶
は「
今
日
は
嵐
の
よ
う
な
天
候

の
な
か
、
大
勢
の
皆
様
に
お
集
ま
り
い
た
だ

き
有
難
う
ご
ざ
い
ま
す
。」
に
始
ま
り
、
昨

年
10
月
に
金
沢
美
術
工
芸
大
学
の
教
授
と
し

て
職
務
す
る
こ

と
に
な
り
、
支

部
長
を
退
任
す

る
こ
と
の
お
詫

び
を
兼
ね
た
。

第
５
号
ま
で
の

議
案
事
項
は
す

べ
て
異
議
な
し

で
可
決
。

研
修
会
は
、

人
間
国
宝
「
柳

家
小
さ
ん
」
の

お
弟
子
さ
ん

蝶
花
楼
馬
楽
師
匠
の
古
典
落
語
。
噺
の
内
容

は
聞
き
手
に
よ
っ
て
変
え
る
と
の
こ
と
。
30

分
間
、
笑
い
の
渦
で
し
た
。
続
く
懇
親
会
は

場
内
に
３
月
16
日
に
行
っ
た
陶
芸
教
室
の
作

品
が
展
示
さ
れ
、
和
や
か
に
進
行
し
て
高
橋

甲
子
夫
副
会
長
の
三
本
締
め
で
終
了
。

﹇
小
山
雅
巳 
新
支
部
長
　
抱
負
﹈

地
元
で
仕
事
に
関
わ
り
た
い
と
思
い
十

三
年
前
に
起
業
し
、
同
時
期
に
法
人
会
に
も

入
会
し
ま
し
た
。
当
支
部
に
は
本
部

活
動
に
も
尽
力
さ
れ
て
い
る
大
先
輩

が
多
く
在
籍
さ
れ
て
い
ま
す
。
私
が

支
部
長
に
適
任
な
の
か
？ 

と
考
え
ま

し
た
が
、「
法
人
会
で
得
た
人
の
つ
な

が
り
が
自
身
の
財
産
に
な
っ
て
い
る
」

と
思
い
承
諾
致
し
ま
し
た
。
私
は
私

な
り
に
出
来
る
こ
と
は
積
極
的
に
取

り
組
み
、
諸
先
輩
方
の
培
っ
て
き
た

伝
統
を
継
承
し
バ
イ
タ
リ
テ
ィ
ー
を

も
っ
て
支
部
活
動
を
や
っ
て
い
き
た

い
と
思
い
ま
す
。

（
広
報
委
員
　
吉
田
政
利
）

4
月
18
日
（
金
）、
吉
祥
寺
第
一
ホ
テ
ル
で
総
会
と
研
修
会
を
開
催
し
、
議

案
審
議
の
全
て
が
承
認
さ
れ
ま
し
た
。
研
修
会
で
は
蝶
花
楼
馬
楽
師
匠
の
落

語
で
大
い
に
笑
い
、
楽
し
み
ま
し
た
。

新
支
部
長
の
も
と
、
新
た
な
ス
タ
ー
ト 

総
会
・
研
修
会 

三
鷹
第
三
支
部 

　
以
前
は
「
成
人
病
」
だ
っ
た
が
…
…

今
号
よ
り
「
生
活
習
慣
病
」
を
テ
ー
マ
に
10
回
連
載
さ
せ
て

頂
く
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
紙
面
に
限
り
が
あ
る
の
で
、
解
り

や
す
く
も
要
点
を
絞
り
込
ん
だ
解
説
に
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

ま
た
、
最
後
に
私
見
を
交
え
そ
の
本
質
に
迫
っ
て
み
ま
す
。

早
速
で
す
が「
生
活
習
慣
病
」と
は
運
動
、
食
事
、
飲
酒
、
休

養
、
喫
煙
等
の
悪
し
き
生
活
習
慣
が
そ
の
発
病
に
深
く
関
与
し

た
病
気
の
総
称
で
す
。
代
表
的
な
も
の
と
し
て
糖
尿
病
、
高
血

圧
、
高
脂
血
症
、
脳
卒
中
、
虚
血
性
心
疾
患
、
慢
性
閉
塞
性
肺

疾
患
等
が
あ
り
ま
す
。
こ
れ
ら
の
病
気
は
成
人
以
後
に
発
病
す

る
こ
と
が
多
か
っ
た
た
め
、
以
前
は
「
成
人
病
」
と
呼
ば
れ
て

い
ま
し
た
。
と
こ
ろ
が
昨
今
、
未
成
年
者
で
も
成
人
病
が
珍
し

く
な
く
な
り
、
成
人
病
と
い
う
表
現
が
不
適
切
に
な
っ
た
た
め

「
生
活
習
慣
病
」
と
改
め
ら
れ
ま
し
た
。

　
な
り
や
す
い
方
も
努
力
で
克
服

最
近
、
子
供
の
肥
満
、
体
力
不
足
が
広
く
喧
伝
さ
れ
て
い
ま

す
。
い
ず
れ
、
未
成
年
者
の
心
筋
梗
塞
、
脳
卒
中
も
珍
し
く
な

く
な
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。
し
か
し
、
生
活
習
慣
病
は
悪
し
き

生
活
習
慣
の
な
い
方
に
も
発
病
し
ま
す
。
た
と
え
ば
痩
身
で
下

戸
な
上
、
菜
食
主
義
に
も
関
わ
ら
ず
高
脂
血
症
や
糖
尿
病
に

な
っ
た
方
も
。
実
は
ほ
と
ん
ど
の
病
気
に
い
え
る
こ
と
で
す
が
、

病
気
は
生
ま
れ
持
っ
た
遺
伝
的
体
質
と
出
生
後
の
生
活
習
慣
や

環
境
、
そ
の
両
者
の
合
算
と
し
て
発
病
し
ま
す
。
よ
っ
て
、
き

わ
め
て
健
康
的
な
生
活
を
送
っ
て
も
生
活
習
慣
病
の
遺
伝
子
が

極
め
て
強
け
れ
ば
発
病
す
る
し
、
逆
に
、
多
少
そ
れ
ら
の
遺
伝

子
を
持
っ
て
い
て
も
良
い
生
活
習
慣
で
あ
れ
ば
発
病
し
な
い
わ

け
で
す
。
つ
ま
り
、
生
活
習
慣
病
に
な
り
や
す
い
多
少
の
素
質

な
ら
自
身
の
努
力
で
克
服
で
き
る
と
い
う
わ
け
で
す
。

協
力
　
高
松
メ
デ
ィ
カ
ル
ク
リ
ニ
ッ
ク
三
鷹
健
診
セ
ン
タ
ー 

　



（11） 平成20年6月5日 ほうじん「むさしの」 第366号

◎「まちかど情報」コーナを新設しました。各市の情報・お知らせ・報告を掲載していきます。投稿歓迎です。（広報委員会）

まちかど情報 武蔵野・三鷹・小金井 まちかど情報 武蔵野・三鷹・小金井 
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◎ 税務のことでお聞きしたいことがあればご一報ください。（紙面に掲載しない場合もあります。）　 （広報委員会）

（
前
号
つ
づ
き
）

　
別
表
14

及
び
別
表
14

付
表

の
記
載
の
仕
方
に
つ
い
て
説
明
し

ま
す
。

解
　
説
　

3
「
基
準
期
間
直
前
事
業
年
度
等

の
調
整
繰
越
欠
損
金
額
の
計
算
」

の
記
載
の
仕
方

①
　
前
年
に
す
で
に
別
表
14

を

記
載
し
て
い
た
場
合
に
は
、
前

期
５
の
①
の
金
額
を
12
の
②
へ

前
期
14
の
③
、
15
の
③
、
８
の
①

―
８
の
②

の
金
額
を

「
基
準
期
間

前
三
年
調

整
所
得
金

額
」
13
①
、

14
①
、
15

①
を
記
入

し
、
順
次

控
除
し
て

16
②
の
金

額
を
計
算

し
ま
す
。

法人税編 

特
殊
支
配
同
族
会
社
の 

業
務
主
宰
役
員
給
与
の 

損
金
不
算
入
制
度
② 

30その 

税務 
よくある相談 

税務よくある相談係 

　
こ
こ
ま
で
記
載
が
済
ん
だ
ら
別

表
14

に
戻
り
、「
Ⅱ
基
準
期
間
が

あ
る
場
合
等
の
適
用
除
外
の
判
定
」

の
内
容
を
記
入
し
ま
す
。

　（
図
3
）

4
「
Ⅱ
基
準
期
間
が
あ
る
場
合

等
の
適
用
除
外
の
判
定
」
の
記

載
の
仕
方

① 

「
基
準
期
間
の
開
始
の
日
」15

は
当
期
前
３
年
以
内
に
開
始
し

た
事
業
年
度
の
う
ち
一
番
古
い

事
業
年
度
の
開
始
の
日
を
記
入

し
ま
す
。

② 

説
例
の
場
合
は
、
平
成
16
年

４
月
１
日
か
ら
に
な
る
の
で
、

基
準
期
間
内
の
月
数
の
合
計
を

16
に
記
入
し
ま
す

③ 

17
、
18
は
、
別
表
14

付
表
よ

り
計
算
し
転
記
し
ま
す
。

④ 

21
、
22
は
20
が
、１
、６
０
０
万

円
を
超
え
３
、０
０
０
万
円
以
下

の
場
合
に
記
入
し
ま
す
。

⑤ 

22
が
、
50
％
以
下
の
場
合
は
、
適

用
除
外
と
な
り
ま
す
。

　
こ
こ
で
、「
特
殊
支
配
同
族
会
社

の
業
務
主
宰
役
員
給
与
の
損
金
不

算
入
額
」
の
計
算
と
な
り
ま
す
。

　
50
％
を
超
え
た
場
合
に
は
、
引

き
続
き
計
算
を
行
い
ま
す
。

5
「
Ⅲ
業
務
主
宰
役
員
給
与
の
損

金
不
算
入
額
の
計
算
」
の
記
載
の

仕
方

（
図
4
）

①
　
当
期
に
支
給
し
た
業
務
主
宰

役
員
給
与
額
の
う
ち
法
人
税
の

規
定
で
損
金
不
算
入
と
さ
れ
た

金
額
を
控
除
し
た
給
与
の
金
額

を
「
当
期
に
支
給
し
た
業
務
主

宰
役
員
給
与
額
」
32
に
記
入
し

ま
す
。

②
　
35
の
金
額
に
応
じ
て
「
損
金

不
算
入
額
の
計
算
」
38
か
ら
43

各
欄
の
対
応
す
る
金
額
を
算
出

し
ま
す
。

　
　
説
例
で
は
、
１
１
、０
０
０
、

０
０
０
円
で
す
の
で
、
43
の「

が
１
、０
０
０
万
円
を
超
え
る
場

合
」
43
に
記
入
し
ま
す
。

　
２
２
０
万
円
＋
（
１
、１
０
０
万

円 

― 

１
、０
０
０
万
円
）
×
５
％

　
で
計
算
し
２
２
０
万
円
＋
５
万

円
（
１
０
０
万
円
×
５
％
）
＝

２
２
５
万
円
と
な
り
ま
す
。

③ 

43
で
計
算
し
た
金
額
を
36
に
記

入
し
、
当
期
の
月
数
に
応
じ
た

金
額
が
役
員
給
与
の
損
金
不
算

入
額
と
な
り
37
を
記
入
し
ま
す
。

④ 

37
で
計
算
し
た
金
額
を
別
表
４

の
加
算
欄
「
役
員
給
与
の
損
金

不
算
入
額
」
８
に
記
入
し
、「
社

外
流
出
」
と
し
ま
す
。

　
以
上
で
「
特
殊
支
配
同
族
会
社

の
業
務
主
宰
役
員
給
与
の
損
金
不

算
入
額
」
の
計
算
は
終
了
で
す
。

16　 4 1

36

88,650,000

28,500,000

60,150,000

20,050,000

11,000,000

54.8

18,650,000 18,650,000

11,000,000

11,000,000

2,250,000

2,250,000 2,250,000

12

基準期間直前事業年度等の調整繰越欠損金額計算

Ⅱ　基準期間がある場合等の適用除外の判定

Ⅲ　業務主宰役員給与の損金不算入額の計算
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劇団「ふるさときゃらばん」

まき の

牧野　ゆか さん

　　　  その49

（小金井西支部）

愛知県豊橋市出身
親元を離れて、小金井市
で一人暮らし
26歳
趣味は音楽とダンス

わ
く
わ
く
気
分
で

お
祭
り
の
よ
う
に
盛
り
上
が
る

ミ
ュ
ー
ジ
カ
ル
公
演

劇
団
の
若
手
女
優
か
ら
希
望
し
て
裏
方
の
制
作
に
回
り
、
上
演
ま
で

地
域
を
巻
き
込
ん
で
準
備
を
進
め
る
牧
野
ゆ
か
さ
ん
を
紹
介
し
ま
す
。

愛
知
万
博
の
市
民
出
演
者
か

ら
劇
団
員
へ

劇
団
「
ふ
る
さ
と
き
ゃ
ら
ば

ん
」
に
よ
る
「
雲
た
か
山
の
鬼
」

（
武
蔵
野
市
民
文
化
会
館
で
５
月

18
日
公
演
）
は
、
武
蔵
野
法
人
会

が
後
援
団
体
な
の
で
こ
れ
か
ら

ご
覧
に
な
ら
れ
る
方
も
多
い
と

思
い
ま
す
。

劇
団
は
全
国
を
回
り
、
現
代
の

リ
ア
ル
な
問
題
を
テ
ー
マ
に
し

た
劇
を
上
演
し
て
い
ま
す
。
制
作

部
員
は
上
演
前
に
何
度
も
公
演
の

地
に
足
を
運
ん
で
多
く
の
人
た
ち

と
意
見
を
交
わ
し
、
創
作
ス
タ
ッ

フ
に
伝
え
て
内
容
を
練
り
上
げ
て

い
き
ま
す
。

牧
野
ゆ
か
さ
ん
は
武
蔵
野
地
区

を
担
当
す
る
制
作
部
の
団
員
で

す
。
今
回
の
公
演
の
た
め
に
走
り

回
り
、
法
人
会
に
も
「
各
支
部
の

懇
親
会
に
出
席
し
て
、
チ
ケ
ッ
ト

の
購
入
も
含
め
て
応
援
し
て
い
た

だ
き
ま
し
た
」
と
感
謝
を
込
め
て

話
し
ま
す
。

入
団
以
来
女
優
と
し
て
舞
台
に

立
っ
て
き
ま
し
た
が
、
今
年
の
２

月
か
ら
制
作
部
を
希
望
し
ま
し

た
。
音
楽
大
学
出
身
で
ダ
ン
ス
の

素
養
も
あ
り
、
２
０
０
５
年
の
愛

知
万
博
で
団
員
と
一
緒
に
舞
台
に

立
つ
市
民
出
演
者
を
募
っ
た
と
き

に
選
ば
れ
、
そ
れ
が
縁
で
翌
年
入

団
し
、
役
者
と
し
て
伸
び
盛
り
で

期
待
さ
れ
て
い
た

牧
野
さ
ん
が
「
制

作
」
に
変
わ
る
こ

と
を
、
何
人
も
の

人
が
止
め
た
そ
う

で
す
。

公
演
に
は
人
々

を
繋
ぐ
力
が
あ

る
と
実
感

制
作
を
希
望
し

た
き
っ
か
け
は
、

ふ
る
さ
と
豊
橋
市

の
公
演
で
宣
伝
や

準
備
を
中
学
の
同

級
生
た
ち
に
頼
ん

だ
と
こ
ろ
、
皆
が

集
ま
っ
て
思
い
が
け
な
い
盛
り
上

が
り
と
な
っ
た
こ
と
で
し
た
。

「
ミ
ュ
ー
ジ
カ
ル
公
演
が
、
皆
が

集
ま
る
き
っ
か
け
を
作
っ
て
く
れ

た
」
と
喜
ば
れ
、
劇
団
が
去
っ
た

あ
と
も
集
ま
り
が
続
い
て
い
る
そ

う
で
す
。
同
じ
地
域
に
住
ん
で
い

て
も
、
皆
ば
ら
ば
ら
で
暮
ら
し
て

い
ま
す
が
、
芝
居
の
公
演
に
は

人
々
を
繋
ぐ
力
が
あ
る
と
実
感
し

た
そ
う
で
す
。

公
演
当
日
は
、
昼
ま
で
に
劇
団

員
総
出
で
舞
台
を
組
み
立
て
、
昼

食
後
は
情
報
報
告
会
と
な
り
ま

す
。
こ
の
と
き
制
作
担
当
者
は
上

演
す
る
土
地
で
の
こ
れ
ま
で
の
経

緯
と
思
い
を
役
者
に
ぶ
つ
け
ま

す
。
こ
れ
を
牧
野
さ
ん
は
「
役
者

に
魂
を
入
れ
込
む
」
と
表
現
し
ま

し
た
。
演
じ
る
側
だ
っ
た
と
き
に

は
、
緊
張
と
引
き
締
ま
る
思
い
が

し
た
そ
う
で
す
。

こ
れ
か
ら
、
制
作
と
し
て
お
会

い
す
る
方
た
ち
か
ら
も
「
話
を
し

て
元
気
を
貰
っ
た
」
と
言
わ
れ
る

よ
う
な
「
人
に
パ
ワ
ー
を
与
え
る

人
に
な
り
た
い
。
そ
の
た
め
に
自

分
を
磨
き
た
い
」
と
語
る
牧
野
さ

ん
は
、
可
憐
な
外
見
の
中
に
バ
イ

タ
リ
テ
ィ
を
秘
め
た
女
性
で
し
た
。

（
談
）

劇
団

「
ふ
る
さ
と
き
ゃ
ら
ば
ん
」

■
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

h
ttp
://w

w
w
.fu
ru
c
a
ra
.

c
o
m
/

■
連
絡
先

０
３
―

５
３
８
９
―

７
７
６
１
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第４９走者　

次
回
は
小
野
山
武
男
さ

ん
に
バ
ト
ン
タ
ッ
チ
で
す
。

松 

野
　
栄 

子

（
武
蔵
野
中
央
支
部
）

良
い
こ
と
も
悪
い
こ
と
も

３
倍
あ
る
人
生

過
去
の
全
て
は
現
在
、
未
来

に
つ
な
が
る

「
あ
り
が
と
う
」
と
い
う
言
葉

を
２
５
、０
０
０
回
言
う
と
神

様
か
ら
ご
褒
美
が
あ
る
ら
し

い
、
と
い
う
こ
と
を
聞
き
、
何

で
も
や
っ
て
み
な
い
と
気
が
す

ま
な
い
私
は
５
日
間
で
■ 

あ
り

が
と
う
■ 

を
２
５
、０
０
０
回

唱
え
て
み
た
。
車
の
中
で
、
お

風
呂
場
で
、
一
人
に
な
れ
る
と

き
を
み
つ
け
て
は
「
あ
り
が
と

う
」
と
。
一
体
ど
ん
な
ご
褒
美

が
あ
る
の
か
と
期
待
し
つ
つ
。

す
る
と
ど
う
だ
ろ
う
、
人
生

の
折
り
返
し
地
点
を
少
し
過
ぎ

た
今
ま
で
の
人
生
の
中
で
、
自

分
に
関
わ
っ
て
き
た
人
た
ち
の

こ
と
が
走
馬
灯
の
よ
う
に
思
い

起
こ
さ
れ
、
ど
れ
だ
け
多
く
の

人
た
ち
の
力
の
よ
っ
て
自
分
の

人
生
が
成
り
立
っ
て
い
る
か
が

見
え
て
き
た
の
で
あ
る
。
良
い

こ
と
も
悪
い
こ
と
も
、
今
ま
で

起
き
た
こ
と
は
全

て
現
在
、
そ
し
て
未

来
に
つ
な
が
っ
て

い
る
の
だ
と
。

あ
る
時
、
前
世
・

未
来
が
見
え
る
と

い
う
人
に
言
わ
れ

た
こ
と
が
あ
る
。

「
あ
な
た
に
は
人
の

３
倍
良
い
こ
と
が

あ
る
け
ど
、
人
の
３

倍
苦
し
い
こ
と
も

あ
る
」
と
。
結
局
プ

ラ
ス
、
マ
イ
ナ
ス
、

０
か
…
。
そ
ん
な
こ

と
を
思
い
つ
つ
、
涙
が
溢
れ
た

の
で
あ
る
。

障
害
を
持
つ
次
女
が
、
こ
れ
か

ら
の
方
向
を
示
し
て
く
れ
る

８
年
前
、
２
人
目
の
娘
を
出

産
し
た
。
そ
の
こ
と
に
よ
っ
て

私
の
人
生
は
ガ
ラ
ッ
と
変
わ
っ

た
と
思
う
。

１
、６
８
６
ｇ
で
産
ま
れ
て
５

日
目
に
、
そ
の
子
は
成
功
率
数

％
と
い
う
難
し
い
手
術
に
成
功

し
た
。
横
隔
膜
ヘ
ル
ニ
ア
と

い
っ
て
横
隔
膜
に
穴
が
開
い
て

い
た
た
め
に
、
お
腹
の
臓
器（
大

腸･

小
腸
・
胃
・
脾
臓
）
が
穴
を

通
じ
て
肺
を
押
し
つ
ぶ
し
た
状

態
で
産
ま
れ
て
き
た
の
で
あ
る
。

「
オ
ギ
ャ
ー
」
と
泣
い
た
瞬
間

に
呼
吸
困
難
に
陥
っ
た
。
未
熟

児
の
た
め
心
臓
に
２
ヶ
所
穴
が

開
い
て
い
て
、
肺
は
押
し
つ
ぶ

さ
れ
て
い
る
。「
肺
炎
に
な
っ
た

ら
命
取
り
」
と
言
わ
れ
、「
ど
ん

な
後
遺
症
が
で
る
か
わ
か
ら
な

い
」
と
宣
告
さ
れ
た
。

難
聴
に
左
手
足
麻
痺
、
ｅ
ｔ

ｃ
…
、
耳
を
疑
っ
た
が
全
て
現

実
と
し
て
受
け
と
め
た
。
幸
い

な
こ
と
に
本
人
は
飛
ん
だ
り
跳

ね
た
り
し
て
、
現
在
い
た
っ
て

元
気
で
い
る
。
昨
年
、
聾
学
校

に
通
う
こ
と
に
な
り
、
手
話
も

覚
え
だ
し
た
。
そ
れ
に
伴
い
、
私

も
手
話
講
習
に
通
い
だ
す
。
指

文
字
だ
け
で
も
な
か
な
か
指
が

動
か
な
い
。
こ
れ
を
覚
え
て
い

れ
ば
、
歳
と
っ
た
時
の
リ
ハ
ビ

リ
に
役
立
つ
と
思
っ
た
。

そ
ん
な
中
で
、
障
害
者
が
仕

事
を
持
つ
こ
と
が
い
か
に
厳
し

い
か
、
の
現
実
を
知
る
こ
と
と

な
る
。
私
は
い
た
た
ま
れ
な
く

な
っ
た
。
な
ん
と
か
で
き
な
い

も
の
だ
ろ
う
か
。
今
私
は
健
康

と
環
境
を
改
善
す
る
仕
事
を
し

て
い
る
。
そ
こ
で
、
こ
の
自
分
の

仕
事
を
活
か
せ
な
い
だ
ろ
う
か

と
考
え
、
こ
の
４
月
か
ら
私
は
、

市
民
農
業
大
学
に
通
い
だ
し
た
。

農
業
を
１
か
ら
学
び
、
迫
り
来

る
食
料
危
機
に
備
え
る
と
共
に
、

温
室
の
中
で
安
心
・
安
全
な
作

物
を
つ
く
り
、
障
害
者
や
高
齢

者
の
方
に
も
の
び
の
び
と
仕
事

を
し
て
い
た
だ
き
た
い
と
思
う
。

何
と
も
不
思
議
な
も
の
で
あ

る
。
私
が
そ
う
考
え
行
動
し
た

と
き
、
大
規
模
な
農
地
で
ハ
ウ

ス
栽
培
を
考
え
て
い
る
方
た
ち

と
出
会
う
の
で
あ
る
。
そ
し
て

そ
こ
は
、
障
害
者
と
高
齢
者
を

雇
用
し
て
い
く
と
い
う
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
だ
っ
た
の
で
あ
る
。

「
あ
り
が
と
う
」
の
答
え
が
見

え
て
き
た
。



（15） 平成20年6月5日 ほうじん「むさしの」 第366号

◎ 連載『私流の体想談義』は、健康をテーマに前進座の中村さんが取材するコーナーです。対象年齢60歳以上。
　 自薦他薦お待ちしております。 　　（広報委員会）

141

中村靖之介 
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村越  政治 氏 
  

株式会社　群設計事務所　所長 

〒 180 －0005   
武蔵野市御殿山1－6－1 
ＴＥＬ　0422－72－3601 
FAX　0422－72－3603 
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むさしの住まいの情報館代表世話役 

吉祥寺南支部 

昭和15年１月３日生まれ 

 

 

●靖之介の一口感想● 
江戸の花、町火消は明暦の大火（1657）
の翌年中橋から京橋迄の23町が火消人足
を常雇いしその後、大岡忠相がいろは48
組に整備編成した。焼け出された人達は
幕府の命で吉祥寺村に移転した。その歴
史ある町に深い思いを寄せる村越さん。
私は「村越政治池井奏」と命名します。 

 

作庭家　平井氏と共に（吉祥寺伊勢丹　吉祥空園soraにて）

―
お
元
気
そ
う
で
…

村
越
　
は
い
、
お
蔭
様
で
大
変
元

気
で
す

―
そ
の
元
は
？

村
越
　
健
康
の
こ
と
は
あ
ま
り
意

識
し
て
考
え
た
こ
と
が
な
い
の
で

す
が
ね
。
強
い
て
申
し
ま
す
と
仕

事
大
好
き
人
間
だ
か
ら
か
な
。

― 

結
構
な
こ
と
で
す
ね

村
越
　
も
と
も
と
私
は
建
築
の
仕

事
が
好
き
で
始
め
ま
し
た
が
も
う

少
し
経
営
的
な
仕
事
を
選
ん
で
い

た
ら
今
頃
は
左
う
ち
わ
で
右
扇
風

機
、
後
ろ
か
ら
ク
ー
ラ
ー
だ
っ
た

吉
祥
寺
南
口
再
開
発
で

頭
脳
を
フ
ル
回
転

か
も
…
（
笑
）
冗
談
抜
き
で
本
当
の

話
で
す
よ
（
笑
）

― 

分
か
っ
て
ま
す
（
笑
）

村
越
　
生
ま
れ
が
暮
れ
の
26
日
で

役
所
の
都
合
で
正
月
３
日
に
な
っ

た
…
昔
は
い
い
加
減
だ
っ
た
か
ら

ね
。
だ
か
ら
人
間
が
め
で
た
く

な
っ
た
ん
で
す
よ
（
笑
）

― 

大
変
お
お
ら
か
な
お
話
で
楽
し

い
で
す
よ
（
笑
）

村
越
　
健
康
で
元
気
な
の
は
贅
沢

な
も
の
が
食
べ
ら
れ
な
い
時
代
に

育
っ
て
…
そ
の
中
で
仕
事
に
生
き

る
目
標
を
持
っ
て
き
ま
し
た
か
ら

そ
れ
が
健
康
の
大
元
だ
と
思
い
ま

す
。
体
質
的
に
尿
酸
値
が
高
く
血

圧
も
上
が
130
台
で
す
が
下
が
高
い
。

下
が
高
い
の
も
高
血
圧
な
ん
だ
そ

う
で
す
ね
…
そ
ん
な
に
高
く
な
い

ん
だ
け
れ
ど
も
今
の
基
準
で
は
高

く
な
っ
ち
ま
う
。

― 

で
も
、
気
に
さ
れ
な
い
？

村
越
　
は
い
。
今
の
と
こ
ろ
悪
い

の
は
口
か
ら
上
…（
頭
脳
も
含
め
て
）

― 

参
り
ま
し
た
（
笑
）

村
越
　
今
目
標
に
向
か
っ
て
頭
脳

を
フ
ル
回
転
し
た
い
と
頑
張
っ
て

い
ま
す
。
三
鷹
駅
南
口
の
再
開
発

計
画
に
も
参
加
し
て
い
ま
す
し
吉

祥
寺
駅
南
口
の
バ
ス
ロ
ー
タ
リ
ー

を
中
心
に
し
た
再
開
発
計
画
を
目

標
に
掲
げ
て
い
ま
す
。
駅
北
側
に

負
け
な
い
よ
う
な
街
づ
く
り
を
イ

メ
ー
ジ
す
る
た
め
に
脳
を
大
い
に

働
か
せ
て
い
ま
す
（
笑
）

― 

そ
の
イ
メ
ー
ジ
と
は
？

村
越
　
私
は
単
に
建
築
の
箱
も
の

を
造
る
こ
と
だ
け
を
考
え
る
の
で

は
な
く
、
こ
こ
吉
祥
寺
に
は
全
国

的
に
も
有
名
な
井
の
頭
公
園
が
あ

り
ま
す
。
そ
し
て
他
の
地
域
に
も

あ
ま
り
見
ら
れ
な
い
演
劇
文
化
の

泉
が
…
伝
統
の
あ
る
も
の
か
ら
新

し
い
も
の
ま
で
揃
っ
て
い
る
で
は

あ
り
ま
せ
ん
か
。

― 

自
然
と
文
化
…

村
越
　
こ
れ
を
有
意
義
に
利
用
し

て
歩
い
て
楽
し
い
・
使
い
や
す
い

街
に
し
た
い
…
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト

の
検
索
で
も
武
蔵
野
市
よ
り
吉
祥

寺
の
方
が
通
っ
て
い
ま
す
か
ら
ね
。

吉
祥
寺
南
口
を
北
口
と
共
に
全
国

的
に
大
い
に
広
め
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
と
考
え
て
お
り
ま
す

― 

そ
れ
が
村
越
さ
ん
の
目
標
で
も

あ
り
健
康
の
基
…

村
越
　
そ
う
で
す
。
頭
を
一
所
懸

命
に
使
う
か
ら
元
気
か
も
（
笑
）
カ

ラ
元
気
だ
け
れ
ど
も
（
笑
）
文
化
の

ほ
う
は
そ
ち
ら
に
お
任
せ
し
た
い

で
す
よ

― 

は
い
。
承
知
し
ま
し
た

村
越
　
そ
の
為
に
も
お
互
い
頭
も

体
も
元
気
で
目
標
に
向
か
っ
て
長

生
き
し
ま
し
ょ
う
（
笑
）
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お

み

の

か
ね
の
り

小
美
濃 

銀
徳
　

さ
ん

吉
祥
寺
北
第
一
支
部

「
小
美
濃
」
の

　
跡
取
り
と
し
て
成
長

その20の　21

創
業
時
は
番
傘
と
提
灯
の

老
舗
傘
専
門
店「
小
美
濃
」

吉
祥
寺
Ｆ
Ｆ
ビ
ル
（
伊
勢
丹
の
新
館
一
階
）
に
あ
る
、
傘
専
門
店

「
小
美
濃
」代
表
取
締
役
、
小
美
濃
銀
徳
さ
ん
は
、
武
蔵
野
の
旧
家

小
美
濃
一
族
に
連
な
る
昔
な
が
ら
の
家
庭
で
、
跡
取
り
と
し
て
育
て

ら
れ
ま
し
た
。

昭
和
5
年
、
公
園
通
り
に
開

店
創
業

　『
小
美
濃
』
は
今
年
で
創
業
78

年
に
な
り
ま
す
。
初
代
の
父
親

は
、
祖
父
の
考
え
で
手
に
職
を

つ
け
た
ほ
う
が
よ
い
と
い
う
こ

と
で
、
番
傘
の
製
造
が
盛
ん

だ
っ
た
青
梅
に
奉
公
に
行
か
さ

れ
て
技
術
を
覚
え
、
昭
和
５
年

に
独
立
し
ま
し
た
。
店
は
現
在

の
東
急
デ
パ
ー
ト
の
傍
で
し

た
。

　
店
を
始
め
て
み
る
と
、
番
傘

に
は
屋
号
を
書
か
な
く
ち
ゃ
い

け
な
い
ん
で
す
ね
。
当
時
は
傘

を
お
客
様
に
貸
し
出
し
た
り
す

る
の
に
屋
号
が
目
印
だ
っ
た
ん

で
し
ょ
う
。
今
度
は
、
小
石
川

の
提
灯
屋
で
２
年
間
書
道
を

習
っ
た
そ
う
で
す
。
店
で
は
番

傘
よ
り
も
提
灯
の
ほ
う
が
良
く

売
れ
て
、
始
め

は
「
提
灯
屋
」

と
言
わ
れ
て
い

た
そ
う
で
す
。

　
創
業
か
ら
数

年
後
の
昭
和
10

年
に
私
は
生
ま

れ
ま
し
た
。
名

前
は
両
方
の
祖

父
か
ら
１
文
字

ず
つ
貰
っ
て

「
銀
徳
（
ギ
ン

ト
ク
）
と
付
け

ら
れ
た
の
で
す

が
、
役
所
の
戸

籍
係
り
が
「
本
人
が
小
さ
い
う

ち
は
ギ
ン
ト
ク
で
は
苦
労
す
る

だ
ろ
う
か
ら
、
訓
読
み
の
カ
ネ

ノ
リ
に
し
て
は
」
と
勧
め
て
く

れ
た
そ
う
で
す
。

　
私
が
小
さ
い
頃
の
吉
祥
寺

は
、
中
央
線
の
線
路
脇
に
枕
木

を
立
て
て
柵
に
し
て
い
る
よ
う

な
、
ま
だ
田
舎
で
し
た
。
祖
母

に
連
れ
ら
れ
て
大
好
き
な
電
車

を
見
に
よ
く
行
き
ま
し
た
。
家

の
天
井
に
番
傘
を
開
い
た
状
態

で
た
く
さ
ん
吊
る
し
て
い
た
の

を
覚
え
て
い
ま
す
。
防
水
の
た

め
に
紙
に
油
が
引
い
て
あ
り
、

閉
じ
た
ま
ま
で
は
く
っ
つ
く
の

を
防
い
で
い
た
ん
で
す
ね
。

中
学
校
の
制
帽
を
被
り
な
が

ら
店
番

　
中
学
生
の
と
き
は
制
帽
を

被
っ
た
ま
ま
で
店
番
を
し
て
い

ま
し
た
。
家
で
は
祖
父
の
考
え

が
絶
対
で
、
商
売
の
家
の
子
は

学
校
は
中
学
ま
で
、
仕
事
を
早

く
覚
え
さ
せ
て
店
を
継
が
せ

る
、
と
い
う
方
針
で
し
た
。

　
そ
の
頃
、
小
学
校
で
担
任

だ
っ
た
女
の
先
生
が
帰
宅
途
中

に
近
く
の
弁
天
湯
に
寄
る
た
め

に
う
ち
の
店
に
自
転
車
を
止
め

て
い
た
ん
で
す
。
親
に
、
私
の

高
校
進
学
に
つ
い
て
た
ず
ね
て

「
今
の
時
代
に
中
学
だ
け
で
は
」

と
、
定
時
制
高
校
を
進
め
て
く

れ
ま
し
た
。
そ
れ
で
都
立
第
五

商
業
高
校
の
定
時
制
に
進
学
す

る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

　
学
校
は
国
立
に
あ
り
、
帰
り

道
は
真
っ
暗
で
、
ほ
た
る
が
飛

ん
で
い
る
の
か
と
思
っ
た
ら

「
タ
バ
コ
の
火
だ
よ
」と
同
級
生

に
教
え
ら
れ
た
こ
と
が
あ
り
ま

す
。
定
時
制
は
同
級
生
と
い
っ

て
も
タ
バ
コ
を
吸
う
よ
う
な
大

人
も
混
じ
っ
て
い
た
わ
け
で

す
。
学
校
は
楽
し
か
っ
た
で
す

ね
。
今
で
も
、
二
年
に
一
度
は

集
ま
り
、
い
つ
も
50
人
く
ら
い

参
加
し
ま
す
。
私
は
あ
ま
り
丈

夫
な
体
で
は
な
い
の
に
４
年
間

皆
勤
で
、
卒
業
の
時
に
賞
を
い

た
だ
き
ま
し
た
。

（
次
号
へ
つ
づ
く
）

桜島をバックに



法人会の基本的指針
法人会はよき経営者をめざすものの団体として、会員の積

極的な自己啓発を支援し、納税意識の向上と企業経営および
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6 月の    行事予定表 

 
武蔵野地区正副支部長会 
青年部会　役員会 
 
 
女性部会　役員会・研修会 
 
初夏の日帰りバス旅行 
 
 
 
小金井地区正副支部長会 
 
常任理事会・理事会 
三法連青連協　拡大役員会 
 
 
 
三鷹第五支部　ボウリング大会 
新設法人説明会 
 
三法連　総会 
 
 
 
決算法人説明会 
広報常任委員会・委員会 
青年部会　研修会 
 
吉祥寺北第二支部　研修会 
 
 

（2008年4月26日現在） 
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